
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－321334
(P2001－321334A)

(43)公開日 平成13年11月20日(2001.11.20)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  1/06    

   � � � �   1/04    370

   �G�0�2�B 23/26    

   �A�6�1�B  1/06    A

   � � � �   1/04    370

   �G�0�2�B 23/26    D

�2�H�0�4�0

�4�C�0�6�1

審査請求 未請求 請求項の数 11ＯＬ（全 7 数）

(21)出願番号 特願2000－142015(P2000－142015)

(22)出願日 平成12年5月15日(2000.5.15)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 伊藤 満祐

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100076233

弁理士 伊藤 進

Ｆターム（参考） 2H040 BA09 BA10 CA04 CA10 CA11

GA01 GA06 GA11

4C061 CC07 GG01 JJ06 RR02 RR15

RR22 RR24

(54)【発明の名称】 内視鏡用光源装置

(57)【要約】
【課題】  高輝度モード及び通常輝度モードの照明光を
自動及び手動調光する場合においても、構造が簡単で安
価で小型に構成する。
【解決手段】  スイッチ３２及びスイッチ３４の切り換
え制御は、ＣＰＵ２６により制御されるモード制御回路
３５により行われ、ＣＰＵ２６はフロントパネル２４で
設定される自動／手動設定信号と高輝度ライトガイド検
知回路２５からのライトガイド２３が高輝度モード用か
通常モード用かを判別する判別信号とに基づく制御信号
３６，３７をモード制御回路３５に出力する。モード制
御回路３５には、絞り羽根２２の絞り位置信号３８が入
力されており、モード制御回路３５は絞り羽根２２の開
口状態を検知することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡に供給し被写体を照明するための
照明光を発光するランプと、
前記照明光を前記内視鏡の先端まで導く光ファイバヘ入
射する際の光量を調整する絞り手段と、
前記絞り手段の絞り量を検出する絞り位置検知手段と、
前記光ファイバの種類を検出する光ファイバ検知手段
と、
前記絞り手段による減光を行う際の基準となる減光量設
定手段と、
前記内視鏡により得られた内視鏡画像の明るさ信号及び
所定の明るさ設定信号に基づき前記被写体での照明量が
一定となるように前記絞り手段を駆動する自動調光手段
と、
前記被写体への照明量が一定となるように前記所定の明
るさ設定信号に基づき前記絞り手段駆動する手動調光手
段と、
前記自動調光手段による調光と前記手動調光手段による
調光とを選択する調光選択手段と、
前記自動調光手段及び前記手動調光手段の前記所定の明
るさ設定信号を設定する明るさ設定手段と、
前記減光量設定手段の出力と前記手動調光手段の出力と
を切り換えて出力する第１の切り換え手段と、
前記自動調光手段の出力と前記第１の切り換え手段の出
力を切り換えて前記絞り手段に出力する第２の切り換え
手段と、
前記光ファイバ検知手段の検出結果及び前記調光選択手
段の選択結果に基づき、前記第１の切り換え手段及び前
記第２の切り換え手段の切り換え制御を行う切り換え制
御手段とを備えたことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】  前記光ファイバの種類が前記照明光の最
大光量を入射することのできる高輝度モード対応のもの
と、前記照明光を減光してから入射しなくてはならない
通常モード対応のものであることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】  前記光ファイバの種類が高輝度モード対
応で且つ、前記調光選択手段で前記自動調光手段により
選択されている時、
前記切り換え制御手段は、
前記第１の切り換え手段の出力を前記減光量設定手段の
出力に切り換え、前記第２の切り換え手段の出力を前記
自動調光手段の出力に切り換えることを特徴とする請求
項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】  前記光ファイバの種類が通常モード対応
で且つ、前記調光選択手段で前記自動調光手段により選
択されている時、
前記切り換え制御手段は、
前記第１の切り換え手段の出力を前記減光量設定手段の
出力に切り換え、前記絞り位置検知手段の出力と前記減
光量設定手段の出力とを比較した結果に基づき前記第２
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の切り換え手段の出力を切り換えることを特徴とする請
求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】  前記切り換え制御手段は、前記絞り位置
検知手段の出力と前記減光量設定手段の出力とを比較し
た結果、前記絞り手段の絞りの位置が前記減光量設定手
段よる設定位置より閉じる側にあると判断された場合
に、前記第２の切り換え手段の出力を前記自動調光手段
の出力に切り換えることを特徴とする請求項４に記載の
内視鏡用光源装置。
【請求項６】  前記切り換え制御手段は、前記絞り位置
検知手段の出力と前記減光量設定手段の出力とを比較し
た結果、前記絞り手段の絞りの位置が前記減光量設定手
段よる設定位置より開く側にあると判断された場合に、
前記第２の切り換え手段の出力を前記第１の切り換え手
段の出力に切り換えることを特徴とする請求項４に記載
の内視鏡用光源装置。
【請求項７】  前記光ファイバの種類が高輝度モード対
応で且つ、前記調光選択手段で前記手動調光手段により
選択されている時、
前記切り換え制御手段は、
前記第１の切り換え手段の出力を前記手動調光手段の出
力に切り換え、前記第２の切り換え手段の出力を前記第
１の切り換え手段の出力に切り換えることを特徴とする
請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項８】  前記光ファイバの種類が通常モード対応
で且つ、前記調光選択手段で前記手動調光手段により選
択されている時、
前記切り換え制御手段は、
前記第２の切り換え手段の出力を前記第１の切り換え手
段の出力に切り換え、前記明るさ設定手段の出力と前記
減光量設定手段の出力とを比較した結果に基づき前記第
１の切り換え手段の出力を切り換えることを特徴とする
請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項９】  前記明るさ設定手段の出力と前記減光量
設定手段の出力とを比較した結果、
前記明るさ設定手段の設定する前記絞り手段の絞りの位
置が前記減光量設定手段よる設定位置より閉じる側にあ
ると判断された場合に、前記第１の切り換え手段の出力
を前記手動調光手段の出力に切り換えることを特徴とす
る請求項８に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１０】  前記明るさ設定手段の出力と前記減光
量設定手段の出力とを比較した結果、
前記明るさ設定手段の設定する前記絞り手段の絞りの位
置が前記減光量設定手段よる設定位置より開く側にある
と判断された場合に、前記第１の切り換え手段の出力を
前記減光量設定手段の出力に切り換えることを特徴とす
る請求項８に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１１】  内視鏡に供給し被写体を照明するため
の照明光を発光するランプと、
前記照明光を前記内視鏡の先端まで導く光ファイバヘ入
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射する際の光量を調整する絞り手段と、
前記絞り手段の絞り量を検出する絞り位置検知手段と、
前記光ファイバの種類を検出する光ファイバ検知手段
と、
前記光ファイバ検知手段の検出結果に基づき、前記絞り
手段の絞り量を規制する規制手段とを備えたことを特徴
とする内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は高輝度モード及び通
常輝度モードの照明光を自動及び手動調光する内視鏡用
光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、管腔内に挿入部を挿入し観察部位
を撮像する内視鏡装置が広く用いられる用になってき
た。
【０００３】図４に示すように、従来の内視鏡装置１０
０は、管腔内に挿入する挿入部１０１と挿入部１０１の
基端側に着脱自在に接続され管腔内の観察部位１０２を
撮像する外付けＴＶカメラ１０３を有する内視鏡１０４
と、この内視鏡１０４に照明光を供給する光源装置１０
５と、外付けＴＶカメラ１０３からの撮像信号を信号処
理しモニタ１０６に内視鏡画像を表示させるカメラコン
トロールユニット（以下、ＣＣＵと記す）１０７等から
構成される。
【０００４】ＣＣＵ１０７では、ＣＣＤドライバ１０８
で外付けＴＶカメラ１０３のＣＣＤ（図示せず）を駆動
し撮像信号を得、この撮像信号を画像処理回路１０９で
信号処理することにより内視鏡画像を生成する。また、
モニタ１０６の内視鏡画像の明るさを抽出し光源装置１
０５に明るさ信号１１０を出力する明るさ抽出回路１１
１が設けられている。
【０００５】一方、光源装置１０５では、まず、ランプ
用電源１２０により駆動されたランプ１２１から出た照
明光は絞り羽根１２２を通り、内視鏡１０４の挿入部１
０１内を挿通するライトガイド１２３の入射端面へ入射
される。その後、照明光はライトガイド１２３により内
視鏡１０４の挿入部１０１先端へと導かれ観察部位１０
２を照らし、この観察部位１０２からの反射光を外付け
ＴＶカメラ１０３で撮像する。
【０００６】ＣＣＵ１０７からの明るさ信号１１０は、
光源装置１０５内の調光回路１２４に入力され、調光回
路１２４ではフロントパネル１２５でユーザによって設
定される希望の明るさである調光基準信号１２６をＣＰ
Ｕ１２７より取り込んで、調光基準信号１２６と明るさ
信号１１０を比較し、明るさ信号１１０が調光基準信号
１２６と一致するように絞り羽根１２２を駆動する。
【０００７】これにより観察部位１０２への照明光量が
調整されるため、モニタ１０６上の画像が常に調光基準
信号で決められる明るさに調整されることになる。
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【０００８】ところで、内視鏡装置においては、ランプ
からの出射光をフルに使用する高輝度モードの内視鏡
と、ランプからの出射光をある一定光量以下で使用する
通常モードの内視鏡がある。
【０００９】そこで、従来の内視鏡装置においては、高
輝度ライトガイド検知回路１３１によりライトガイド１
２３が高輝度モード用であるか、通常モード用であるか
を判別し、ライトガイド１２３が高輝度モード用の場合
は、減光メッシュドライバ１３２により、減光メッシュ
１３３を光路より外すように動作させる。この結果、絞
り羽根１２２が全開となった場合には、ランプ１２１か
らの出射光が全てライトガイド１２３へ入射する。
【００１０】一方、ライトガイド１２３が通常モード用
であった場合には、減光メッシュドライバ１３２によ
り、減光メッシュ１３３を光路へ挿入することにより、
ランプ１２１からの出射光量を制限するため、絞り羽根
１２２が全開となった場合でもライトガイド１２３への
入射光量が制限されることになる。
【００１１】すなわち、従来は高輝度モード、通常モー
ド時における光量制限は光路へ減光メッシュ１３３を挿
抜することで行っていた。
【００１２】具体的な従来例として例えば特開昭６０－
３２０１７号公報では、ライトガイド端面の熱の問題等
によりライトガイドヘの入射光料を減光性のスリガラス
や、メッシュフィルタ等により減光を行うことが記され
ている。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
光源装置では、通常モード時のメッシュ方式として減光
性のスリガラスやメッシュフィルタを光路中に挿抜する
ことで行っていたため、構造が大掛かりでコスト高にな
ったり、光路長が長くなることで装置の小型化が難しい
といった問題がある。
【００１４】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、高輝度モード及び通常輝度モードの照明光を自
動及び手動調光する場合においても、構造が簡単で安価
で小型に構成することのできる内視鏡用光源装置を提供
することを目的としている。
【００１５】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１に記載
の内視鏡用光源装置は、内視鏡に供給し被写体を照明す
るための照明光を発光するランプと、前記照明光を前記
内視鏡の先端まで導く光ファイバヘ入射する際の光量を
調整する絞り手段と、前記絞り手段の絞り量を検出する
絞り位置検知手段と、前記光ファイバの種類を検出する
光ファイバ検知手段と、前記絞り手段による減光を行う
際の基準となる減光量設定手段と、前記内視鏡により得
られた内視鏡画像の明るさ信号及び所定の明るさ設定信
号に基づき前記被写体での照明量が一定となるように前
記絞り手段を駆動する自動調光手段と、前記被写体への
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照明量が一定となるように前記所定の明るさ設定信号に
基づき前記絞り手段駆動する手動調光手段と、前記自動
調光手段による調光と前記手動調光手段による調光とを
選択する調光選択手段と、前記自動調光手段及び前記手
動調光手段の前記所定の明るさ設定信号を設定する明る
さ設定手段と、前記減光量設定手段の出力と前記手動調
光手段の出力とを切り換えて出力する第１の切り換え手
段と、前記自動調光手段の出力と前記第１の切り換え手
段の出力を切り換えて前記絞り手段に出力する第２の切
り換え手段と、前記光ファイバ検知手段の検出結果及び
前記調光選択手段の選択結果に基づき前記第１の切り換
え手段及び前記第２の切り換え手段の切り換え制御を行
う切り換え制御手段とを備えて構成される。
【００１６】また、  本発明の請求項１１に記載の内視
鏡用光源装置は、内視鏡に供給し被写体を照明するため
の照明光を発光するランプと、前記照明光を前記内視鏡
の先端まで導く光ファイバヘ入射する際の光量を調整す
る絞り手段と、前記絞り手段の絞り量を検出する絞り位
置検知手段と、前記光ファイバの種類を検出する光ファ
イバ検知手段と、前記光ファイバ検知手段の検出結果に
基づき前記絞り手段の絞り量を規制する規制手段とを備
えて構成される。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１８】図１は本発明の第１の実施の形態に係る内
視鏡装置の構成を示す構成図である。
【００１９】図１に示すように、本実施の形態の内視鏡
装置１は、管腔内に挿入する挿入部２と挿入部２の基端
側に着脱自在に接続され管腔内の観察部位３を撮像する
外付けＴＶカメラ４を有する内視鏡５と、この内視鏡５
に照明光を供給する光源装置６と、外付けＴＶカメラ４
からの撮像信号を信号処理しモニタ７に内視鏡画像を表
示させるカメラコントロールユニット（以下、ＣＣＵと
記す）８とから構成される。
【００２０】ＣＣＵ８では、ＣＣＤドライバ９で外付け
ＴＶカメラ４のＣＣＤ（図示せず）を駆動し撮像信号を
得、この撮像信号を画像処理回路１０で信号処理するこ
とにより内視鏡画像を生成する。また、モニタ７の内視
鏡画像の明るさを抽出し光源装置６に明るさ信号１１を
出力する明るさ抽出回路１２が設けられている。
【００２１】一方、光源装置６では、まず、ランプ用電
源２０により駆動されたランプ２１から出た照明光は絞
り羽根２２を通り、内視鏡５の挿入部２内を挿通するラ
イトガイド２３の入射端面へ入射される。その後、照明
光はライトガイド２３により内視鏡５の挿入部２先端へ
と導かれ観察部位３を照らし、この観察部位３からの反
射光を外付けＴＶカメラ４で撮像する。
【００２２】光源装置６では、自動調光と手動調光の切
り換え及び高輝度モード、通常モード時における光量制
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御を行うようになっている。
【００２３】ここで、自動調光とは、モニタ７上の明る
さを示す明るさ信号１１がフロントパネル２４で設定さ
れる明るさ設定信号の明るさとなるように絞り羽根２２
を駆動し、常にモニタ７上の明るさを一定に保つ機能で
ある。一方、手動調光とはフロントパネル２４で設定さ
れる明るさ設定信号に対応した光量を固定で出射するよ
うに絞り羽根２２を駆動するものである。
【００２４】そのため、光源装置６には、高輝度ライト
ガイド検知回路２５からの検知信号２５ａによりライト
ガイド２３が高輝度モード用であるか、通常モード用で
あるかを判別すると共に、フロントパネル２４で設定さ
れる明るさ設定信号を読み取るＣＰＵ２６が設けられて
いる。
【００２５】ＣＰＵ２６はフロントパネル２４で設定さ
れる明るさ設定信号に応じたデジタル信号２８をＤ／Ａ
変換器２９に出力し、Ｄ／Ａ変換器２９ではアナログ信
号となった明るさ設定信号３０を比較器３１に出力する
ようになっている。
【００２６】比較器３１ではこの明るさ設定信号３０と
ＣＣＵ８からの明るさ信号１１とを比較し、スイッチ３
２を介して比較結果を絞り羽根２２を駆動する絞り羽根
ドライバ３３に出力するようになっている。
【００２７】また、基準電圧３９と明るさ設定信号３０
とを切り換えてスイッチ３２に出力するスイッチ３４が
設けられており、スイッチ３２はこのスイッチ３４の出
力と比較器３１の出力を切り換えて絞り羽根ドライバ３
３に出力する。
【００２８】スイッチ３２及びスイッチ３４の切り換え
制御は、ＣＰＵ２６により制御されるモード制御回路３
５により行われ、ＣＰＵ２６はフロントパネル２４で設
定される自動調光か手動調光かを示す自動／手動設定信
号と高輝度ライトガイド検知回路２５からの検知信号２
５ａによりライトガイド２３が高輝度モード用である
か、通常モード用であるかを判別する判別信号とに基づ
く制御信号３６，３７をモード制御回路３５に出力する
ようになっている。
【００２９】また、モード制御回路３５には、絞り羽根
２２に設けられた絞り開口位置を検出する例えばエンコ
ーダ等から構成される公知の開口位置検出装置（図示せ
ず）からの絞り位置信号３８が入力されており、モード
制御回路３５は絞り羽根２２の開口状態を検知すること
ができるようになっている。
【００３０】次に、このように構成された本実施の形態
の作用について説明する。
【００３１】まずは、自動調光で高輝度モードの場合の
光源装置６の調光制御を説明する。ライトガイト２３が
高輝度モード対応であることを高輝度ライトガイド検知
回路２５により検知し、検知信号２５ａによりＣＰＵ２
６へ知らせる。また、フロントパネル２４で自動調光に
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7
設定されたことを自動／手動設定信号によりＣＰＵ２６
で認識する。
【００３２】そして、ＣＰＵ２６が制御信号３６により
高輝度用のライトガイド２３が接続されたことを、また
制御信号３７により自動調光であることをモード制御回
路３５へ知らせることにより、モード制御回路３５では
スイッチ３２をａ側、スイッチ３４をｄ側へ固定する。
【００３３】そのため、絞り羽根２２は常に比較器３１
の出力である自動調光信号４０により駆動させるため、
絞り羽根２２の全閉から全開まで可動範囲全てを使用し
た自動調光が行われる。
【００３４】次に、自動調光で通常モードの場合の光源
装置６の調光制御を説明する。高輝度ライトガイド検知
回路２５によりライトガイド２３が高輝度モード対応で
ないことを検知し、ＣＰＵ２６へ知らせる。また、フロ
ントパネル２４で自動調光に設定されたことを自動／手
動設定信号によりＣＰＵ２６で認識する。
【００３５】次に、ＣＰＵ２６は、制御信号３６により
高輝度モード対応以外のライトガイドが接続されたこと
を、また制御信号３７により自動調光であることをモー
ド制御回路３５へ知らせる。
【００３６】そして、モード制御回路３５により、まず
はスイッチ３２をａ側、スイッチ３４をｄ側に固定し、
比較器３１の出力である自動調光信号４０による自動調
光を行うが、モード制御回路３５では絞り位置信号３８
と基準電圧３９とを比較し、基準電圧３９で設定した位
置より絞り羽根２２が開こうとした時は、スイッチ３２
をｂ側へ切り換えることでスイッチ３４のｄ側、つまり
基準電圧３９で設定される位置で絞り羽根２２を固定さ
せる。
【００３７】次にモード制御回路３５では、自動調光信
号４０を監視し、絞り羽根２２をある一定量以上閉じさ
せようとした場合、つまり明るさ信号１１が明るさ設定
信号３０よりある一定量以上明るくなった場合にスイッ
チ３２をａ側に復帰させ、自動調光の動作を再開させ
る。
【００３８】以上説明した動作を繰り返すことにより、
基準電圧３９で規定される開口位置より絞り羽根２２が
閉じる方向に位置する時は自動調光を行い、基準電圧３
９で規定される開口位置より絞り羽根２２が開こうとし
た場合には、基準電圧３９で規定される開口位置で固定
され、絞り羽根３の動作範囲が規制される。よって、通
常モード時における最大出射光量は、基準電圧３９で決
められ絞り羽根２２の開口位置で規制されることにな
る。
【００３９】次に、手動調光で高輝度モードの場合の光
源装置６の調光制御を説明する。ライトガイト２３が高
輝度モード対応であることを高輝度ライトガイド検知回
路２５により検知し、検知信号２５ａによりＣＰＵ２６
へ知らせる。また、フロントパネル２４で手動調光に設*
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*定されたことを自動／手動設定信号によりＣＰＵ２６で
認識する。
【００４０】そして、ＣＰＵ２６は、制御信号３６によ
り高輝度ライトガイドが接続されたことを、また制御信
号３７により手動調光であることをモード制御回路３５
へ知らせることにより、モード制御回路３５ではスイッ
チ３２をｂ側、スイッチ３４をｃ側へ固定し、明るさ設
定信号３０により決まる位置へ絞り羽根２２を固定する
ように動作する。
【００４１】尚、明るさ設定信号３０はフロントパネル
２４で設定される明るさの設定値に対応して、予めＣＰ
Ｕ２６内に用意してある表１に示すテーブルの値を読み
出し、Ｄ／Ａ変換器２９へ前記テーブルの値を出力する
ことにより設定される。
【００４２】
【表１】

次に、手動調光で通常モードの場合の光源装置６の調光
制御を説明する。高輝度ライトガイド検知回路２５によ
りライトガイド２３が高輝度モード対応でないことを検
知し、ＣＰＵ２６へ知らせる。また、フロントパネル２
４で手動調光に設定されたことを自動／手動設定信号に
よりＣＰＵ２６で認識する。
【００４３】次に、ＣＰＵ２６は、制御信号３６により
高輝度モード対応以外のライトガイドが接続されたこと
を、また制御信号３７により手動調光であることをモー
ド制御回路３５へ知らせる。
【００４４】そして、モード制御回路３５により、まず
はスイッチ３２をｂ側、スイッチ３４をｃ側に固定し、
明るさ設定信号３０が基準電圧３９より閉じる側の設定
値の場合には、絞り羽根２２がその明るさ設定信号３０
に応じた開口位置となるように手動調光を行う。
【００４５】一方、明るさ設定信号３０が基準電圧３９
より開く側の設定値の場合には、スイッチ３４をｄ側へ
切り換えることにより、基準電圧３９で設定される位置
で絞り羽根２２を固定するように動作する。そして、明
るさ設定信号３０が基準電圧３９より閉じる側の設定値
となった場合には、スイッチ３４をｃ側へ復帰させ、明
るさ設定信号３０に応じた開口位置となるように手動調
光を行う。
【００４６】以上の動作により、手動調光時の絞りの動
作範囲を全閉から基準電圧３９による開口位置の間に制
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限できるようになる。
【００４７】このように本実施の形態では、通常モード
時は絞り羽根２２の開口位置を常に監視し、予め決めら
れた開口位置より開こうとした場合にそれ以上開かない
ように制限を行うため、調光用の絞り羽根２２のみで通
常モードに必要な減光動作が行えるようになり、従来必
要であった減光用のスリガラスやメッシュフィルタが不
要となる。そのため、減光用のスリガラスやメッシュフ
ィルタとそれらを光路へ挿抜するための駆動手段の分だ
けコストを削滅できると同時に、光路長も短くできるよ
うになり、装置全体のサイズも小さくできる。また、自
動調光時と手動調光時で同様の基準信号を使用している
ため、自動／手動の調光方式に関わらず通常モードの減
光率を一定とすることができる。
【００４８】図２及び図３は本発明の第２の実施の形態
に係わり、図２は内視鏡装置の構成を示す構成図、図３
は図２の可動ストッパを説明する図である。
【００４９】第２の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００５０】本実施の形態の光源装置６では、図２に示
すように、ＣＣＵ８からの明るさ信号１１は、光源装置
６内の調光回路５１に入力され、調光回路５１ではフロ
ントパネル２４でユーザによって設定される希望の明る
さである明るさ設定信号３０をＣＰＵ２６より取り込ん
で、明るさ設定信号３０と明るさ信号１１を比較し、明
るさ信号１１が明るさ設定信号３０と一致するように絞
り羽根２２を駆動する。
【００５１】絞り羽根２２には、開口量を規制する可動
ストッパ５２が設けられ、この可動ストッパ５２は高輝
度ライトガイド検知回路２５からの検知信号２５ａによ
り、ストッパ制御回路５３により制御される。
【００５２】詳細には、まず絞り羽根２２は板金５６に
回動自在に設けられ、板金５６の面には絞り羽根２２に
対して図３のような配置で２つの固定ストッパ５４，５
５と可動ストッパ５２が取り付けられている。可動スト
ッパ５２はストッパ制御回路５３により、絞り羽根２２
が取り付けられている板金５６の面に対して図３のよう
に挿抜できる構造になっている。
【００５３】通常は、可動ストッパ５２は板金５６の面
より飛ぴ出ていない状態であるため、絞り羽根２２は板
金５６より突出した固定ストッパ５４，５５の間で動作
が可能であるが、可動ストッパ５２の挿入時は絞り羽根
２２が可動ストッパ５２に当たるようになるため、動作
範囲が限定される。
【００５４】例えば図３のように絞り羽根２２が固定ス
トッパ５４の近傍にある時に可動ストッパ５２を挿入し
た場合は、絞り羽根２２は固定ストッパ５４と可動スト
ッパ５２の間でしか動作できなくなる。よって、可動ス
トッパ５２を挿抜することにより、絞り羽根２２の動作*
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*範囲を制御できることになる。
【００５５】具体的は、ライトガイド２３として高輝度
モード対応のものが接続された場合には、ストッパ制御
回路５３では可動ストッパ５２を抜去させるため、絞り
羽根２２は固定ストッパ５４，５５の間で動作可能とな
り、全閉から全開までを使用して調光が可能となる。
【００５６】一方、ライトガイド２３として通常モード
対応のものが接続された場合には、ストッパ制御回路５
３は調光回路５１に全閉信号３６を出力し、調光回路５
１はこの全閉信号３６により絞り羽根２２を一旦強制的
に全閉とさせる。次にその状態でストッパ制御回路５３
より可動ストッパ５２を挿入させるように動作させた
後、全閉信号３６を解除する。以上の動作により、絞り
羽根２２は固定ストッパ５４と可動ストッパ５２の間で
しか動作できなくなり、例えこの状態で全開になったと
しても可動ストッパ５２以上は絞り羽根２２は開くこと
ができなくなるため、最大出射光量を制限することがで
きる。
【００５７】このように本実施の形態では、通常モード
時には可動ストッパ５２を絞り羽根２２の動作範囲内に
挿入することにより、物理的に絞り羽根２２の動作範囲
の制限を行うため、調光用の絞り羽根２２のみで通常モ
ードに必要な減光動作が行えるようになり、従来必要で
あった滅光用のスリガラスやメッシュフィルタが不要と
なり、第１の実施の形態と同様に、そのため、減光用の
スリガラスやメッシュフィルタとそれらを光路へ挿抜す
るための駆動手段の分だけコストを削減できると同時
に、光路長も短くできるようになり、装置全体のサイズ
も小さくできる。また、絞り羽根２２に直接規制を行う
構成のため、調光方式に関わらず減光率を一定とするこ
とができる。
【００５８】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、高
輝度モード及び通常輝度モードの照明光を自動及び手動
調光する場合においても、構造が簡単で安価で小型に構
成することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置の
構成を示す構成図
【図２】本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡装置の
構成を示す構成図
【図３】図２の可動ストッパを説明する図
【図４】従来の内視鏡装置の構成を示す構成図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
５…内視鏡
６…光源装置
８…ＣＣＵ
２１…ランプ
２２…絞り羽根
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２３…ライトガイド
２４…フロントパネル
２５…高輝度ライトガイド検知回路
２６…ＣＰＵ
２９…Ｄ／Ａ変換器 *
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*３１…比較器
３２，３４…スイッチ
３３…絞り羽根ドライバ
３５…モード制御回路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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